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の約 1/2 サイズとなるように設定した（板厚 12mm，孔径

35mm，孔数 3，孔ピッチ 80mm）．なお，孔あき鋼板ジベ

ル以外の抵抗を除くため，孔あき鋼板下側には発砲スチロ

ールをセットし，試験前に取り除いて切り欠き部を設けた．

さらに H 鋼フランジ面とブロック体表面および孔あき鋼

板にはグリースを塗布し，摩擦抵抗を低減させた．孔あき

鋼板ジベルの縮小率に整合させるため，コンクリートの粗

骨材（砕石）の最大寸法は一般的なサイズの約 1/2 となる

13mm とした．使用したコンクリートは目標設計基準強度

24N/mm2 であり，その実測圧縮強度は 1 体目の試験開始時

点で 23.8N/mm2，全試験体終了時で 25.6N/mm2 であった． 

試験装置は，スタッドジベルを対象に行われた平ら 2)

の研究を参考とし，せん断荷重（鉛直方向）と圧縮荷重（水

平方向）の二方向の荷重を作用させることができるように

した（図 3）．ブロック体の支承は，回転変位を拘束しな

いピン条件となるよう，半円柱支持板を孔あき鋼板ジベル

直下に設置した．鉛直方向以外の反力が生じないよう，支

承と鋼板の間にはグリースを塗布し，さらに圧縮ジャッキ

側の支承および鉛直ジャッキ上部にリニアガイド（スライ

ド支承）を設置した．なお，本報（その１～３）では，せ

ん断荷重は，孔あき鋼板ジベル１本（試験体の片側）に作

用する値として，鉛直ジャッキ荷重の 1/2 の値で示す． 

３．標準ケースの試験結果 

表 1 に標準ケースの実験ケースの一覧を示す．各ケー

スで合力の作用方向の角度θ（せん断荷重と合力のなす角

度）を変化させている．具体的には，図 4 に示すように

PS-1 試験体（θ≒0°）では試験体の安定性を確保する目

的で最小限の一定圧縮力（約 6 kN）を作用させながらせ

ん断荷重を増加させ，PS-2 試験体（θ＝20°）および PS-3

試験体（θ＝50°）はせん断荷重の増加に応じて圧縮力も

増加させた．せん断荷重－ずれ変位関係（両側の孔あき鋼板の相対ずれ変位の平均値）を図 5 に示す．図中

の▽印は，最大せん断耐力である．最大せん断耐力はずれ変位 0.5～1.0mm 程度で発現しており，その値は表 

2に示すように作用する圧縮荷重が大きくなるにつれて増加する傾向が確認できた． 

４．まとめ 

 本報ではシートパイル基礎の接合部に対して鉛直地盤抵抗から生じるせん断力と水平地盤抵抗から生じる

圧縮力が作用する組合せ荷重下での模型実験を実施し，実際のシートパイル基礎で想定される範囲（θ≦50°

程度）では圧縮力が作用することによりせん断耐力は増加傾向を示すことを確認した．実験の分析結果につい

ては，本報（その２）で報告する． 
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表 1 試験ケース一覧（標準ケース） 
試験体 試験体概要 載荷方向（合力の角度） 

PS-1 
孔あき鋼板

ジベル 

θ≒0°（最小限の圧縮荷重は保持）

PS-2 θ＝20° 

PS-3 θ＝50° 

 
図 4 せん断荷重-圧縮荷重の関係 

 
図 5 せん断荷重-ずれ変位関係 

表 2 試験結果のまとめ 

試験体

ｺﾝｸﾘｰﾄ 

強度 

（N/mm2）

最大せん断 

耐力 

（kN） 

圧縮荷重

（kN） 

載荷方向
（合力の角度）

θ 

PS-1 23.8 74.2 6.5 5° 

PS-2 25.5 77.1 25.9 19° 

PS-3 24.4 143.2 162.9 49° 
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